
幼児の自然体験型環境学習プログラム

メッセージ

幼児 13 人 ／ 支援者 3 人

森･社寺林･
公園 山･里山 川 湖･池

田畑･
野原

園庭･
公園

プログラム名 森の動物さんのお家みーつけた！
対象年齢 5歳児年長

ね
ら
い

見えない動物のくらしについて想像し、気づこう

発見・体
感

できるこ
と

・自然物の感触、音、においを知る
・友だちと想像し合う楽しさ
・動物の家を作りあげる達成感

参加者のめやす

実施時間 30分

フィールド

実施可能時期

自然を感じる
ためのヒント

時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

事前

０：００

０：０５

０：１０

０：２５

０：３０

・動物の暮らしの絵本を
　読み聞かせる

・森へ探検に出かける

・動物についての話をする

・2グループに分かれて
　動物の家づくり

・グループで、お互いの
　動物の家を紹介し合う

・動物の暮らしについて
　のお話しをする

絵本「ゆきうさぎのちえ」手島圭三郎

・木の枝や落ち葉、木の実を見つけながら
　歩く

・「どんな動物が暮らしているか」子ども
　達の発想を聞く
・子どものつぶやきを拾う

・各グループごとに支援者が1名付き、
　全体を見る役として1名付く。

・「どんな動物の家にするか」「どんなお家
　に住んでいるか」「食べ物は何を食べるか」
　など相談し、材料探しをする

・お家づくりのポイントや力を入れた点など
　一人ひとり発表してもらう。

・どのような自然物を使ったのか？
・動物の暮らしについて家(巣)や食事(えさ)
　など図鑑や絵本で分かりやすく知らせる ・動物の暮らしの絵本、図鑑、写真等

時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

【園や家庭へ帰ってから】
・一人ひとり、空き箱などを土台に自然物で巣をつくる。グループで、ダンボールを使って大き
な巣をつくる。
・ダンボールハウスを作り、自然物で飾り付ける。

家庭で
・家族で公園に行ってもらい、巣を見てもらう。
・家で、空き箱や牛乳パック、卵ケースなどで巣をつくる。
・布団やマットレスで家づくり。

準備物・
教材等


